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（訂正）「「継続企業の前提に関する重要事象等」の記載解消に関するお知らせ」の一

部訂正に関するお知らせ 

 

2020年８月20日付「「継続企業の前提に関する重要事象等」の記載解消に関するお知らせ」につきまし

て、一部訂正すべき事項がございましたので、お知らせいたします。 

なお、訂正箇所につきましては、下線で示しております。 

 

記 

 

（訂正前） 

これらの影響により、2020 年６月期においては、営業利益 883 百万円を計上し３期ぶりの黒字化を達成

いたしました。また、2021 年６月期においても、営業利益 911 百万円と増益を見込んでおり、当社グルー

プの収益力の改善が見込まれることから、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況

は現時点で存在しないものと判断し、「継続企業の前提に関する重要な疑義」の記載は解消しております。 

株主、取引先をはじめとするステーク・ホルダーの皆様には、大変ご心配をおかけいたしましたが、今

後も更なる企業価値の向上に努めてまいる所存でございますので、引き続きご支援を賜りますようお願い

申し上げます。 

 

（訂正後） 

これらの影響により、2020年６月期においては、営業利益883百万円を計上し４期ぶりの黒字化を達成

いたしました。また、2021年６月期においても、営業利益911百万円と増益を見込んでおり、当社グループ

の収益力の改善が見込まれることから、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況は

現時点で存在しないものと判断し、「継続企業の前提に関する重要な疑義」の記載は解消しております。 

株主、取引先をはじめとするステーク・ホルダーの皆様には、大変ご心配をおかけいたしましたが、今

後も更なる企業価値の向上に努めてまいる所存でございますので、引き続きご支援を賜りますようお願い

申し上げます。 

 

以上 


